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研究業績： 

アンサンブル気候モデルを用いた大気陸面相互作用の解明と河川氾濫リスクの分析 

選定理由： 

 水文学は気象学と社会との結節点の一つといえる。気候変動が人類文明に対する

危機として認識される中、水と気候のかかわりを解明し、水にかかる災害を軽減す

ることは、気象学が水文学と連携して挑むべき課題である。山田朋人氏は、気候モ

デルによる数値計算を主な手法として、大気陸面相互作用の解明と河川氾濫リスク

の分析を通じ、気象学と水文学の境界領域において学術的・社会的に顕著な研究実

績を挙げている。 

気候変動や気象予測における大気陸面相互作用は、その場の降水の定量評価にお

いてきわめて重要である。山田氏は、アンサンブル気候モデル実験間の類似度を定

量化する指標を導入する（業績 1）ことで、大気陸面の結合強度がモンスーン地域

の土壌水分に依存することを明らかにした（業績 2）。また、山田氏は、土壌水分

の長期モニタリングをモデル初期値に活用することで、夏季の北米中央部における

降水の季節予測精度が向上する可能性を示唆した（業績 3）。複雑な河道網や人工

的な水資源操作（灌漑やダム）を取り込むといった陸面モデルの精緻化は、水と気

候のかかわりを解明する上で不可欠な開発課題である。その中で、山田氏は、深層

地下水の汲み上げの影響を評価した。とくに、灌漑による地表面の湿潤化が、気象

予測のスプレッドを小さくさせる効果があることが示されたことは興味深いもので

ある（業績 4）。以上の研究は、気象予測における地表面データの取り込みの重要

性を示すものであり、気象予測技術の向上のために大きな影響を与えた（業績

5）。 

また、山田氏は、アンサンブル気候変動予測を用いて、世界に先駆けた高解像な

河川氾濫リスクの分析を行った。従来の治水計画の基準である計画降雨は、現在気

候で起こりうる実現値の一部に過ぎない年最大降雨の観測記録に基づき、年最大降

雨が従う確率分布を仮定して推定されたものである。このため気候変動下で計画降

雨を見積もることは、既存の観測データや従来の気候変動予測では不可能であり、

国際的にも大きな課題として残されていた。山田氏は、この困難に対し、高精度、

高解像、多アンサンブルの降雨計算により解決を図った。山田氏は、プロジェクト

研究を共にする気象学者及び関係機関と協働して、地球温暖化対策に資するアンサ

ンブル気候予測データベース（d4PDF）に対し北海道域を対象とする力学的ダウンス

ケーリングを施し、数千年相当の多数アンサンブルの 5 kmメッシュデータを創出し

た（業績 6、7）。現在気候実験の計算結果は、メソスケール気象を完全微細に再現

するわけではないものの、年最大降雨の計算結果は実測と統計的に酷似していた。

そのうえで、多数アンサンブルの特性を利用し、年最大降雨が従う確率分布を仮定

することなく、現在気候と将来気候とで計画降雨が取りうる範囲を示した（業績

8）。さらに、様々な降雨の時空間分布が含まれる多数アンサンブルの特性を活か

し、河川の高水の再現期間を求めたことで、対象流域が今後直面する洪水被害の可

能性を定量的に議論することが可能となった（業績 9、10）。高解像度アンサンブ



ル気候予測が気候変動リスク分析に有効であることを示したことは、気象学および

周辺領域に対する大きな貢献といえる。また、山田氏は同氏がプロジェクトリーダ

を務める気候変動予測先端研究プログラムの課題では、シームレス実験とタイムス

ライス実験の設計を主導し、多数アンサンブルにおける極端降水の統計モデルの構

築を通じて、気候変動予測技術の向上に大きく貢献している（業績 11、12）。さら

に、気候変動影響に関する雪氷学（業績 13、14）や農学（業績 15）との連携ととも

に気候変動予測と将来気候を踏まえた水害リスクに関する日蘭両国による産官学の

国際共同を推進するなど、山田氏の研究活動は学際的である。 

山田氏のこれら一連の研究は、一貫して、水と気候のかかわりを解明し、水にか

かる災害を軽減する、という気象学・水文学両分野が果たすべき研究課題に即して

いる。前半の大気陸面相互作用の研究は世界で高く評価され、2012 年から数年にわ

たり Global Energy and Water Exchanges (GEWEX)の Global Land Atmosphere 

System Study のパネルメンバーを務めるきっかけとなった。また、後半の気候変動

アンサンブル予測データによる河川氾濫リスク分析の研究は、グローバルな気候変

動と、ローカルな治水対策をつなげるものであり、国際的にも評価が高い（業績

16）。さらに、国内においても、多様な被害形態の想定を可能とすることが、多数

アンサンブル利用の有効性として明示され、国土交通省による河川整備計画の議論

を深めるきっかけとなった。このように、山田氏は学術的・学際的に優れた業績を

収めているほか、実社会への貢献も顕著である。 

以上の理由により、日本気象学会は山田朋人氏に 2024年度堀内賞を贈呈するもの

である。 
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